
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

「目標を立て、実践することの大切さ～『人生は、自分が主役の【夢道場】』～」 
【お話朝会（オンライン）より】 令和５年度が始まり、１か月が過ぎました。 

皆さんが、新しい学年やクラスになり、しっかりと自分の目標をもって頑張っている姿  

や新しい仲間たちや先生方との出会いを大切にして、思いやりの心をもって接して 

いる姿、下級生に優しく接している姿が、毎日沢山見られます。この１か月の間に 

も、皆さんの家族や地域の皆さん、他校の先生など、大勢の人達が南小に来校 

され、皆さんの学校生活での様子をご覧になって沢山褒めてくださっています。皆さ 

んの頑張っている姿が、大勢の人たちにも伝わっていて、校長先生も嬉しいです。  

さて、今日のお話は、「目標をもつことの大切さ」について考えてみたいと思います。校長先生は、皆さんの教室に

掲示してある「１学期の目標」を読ませてもらっています。皆さん、一人一人、素晴らしい目標を立てましたね。少し紹介し

ますね。（【児童の１学期の目標】生活面、学習面、健康・体力面の３つを紹介）。とても素晴らしいですね。 

さて、皆さん、「なぜ、目標を立てるのですか」「目標を立てることは、なぜ大切なのですか」。南っ子の皆

さんなら、「目標をたてることで、よりよい学校生活にしたいから」「自分をもっと高め、成長したいから」「自

分たちの南小を、もっとよい学校にしたいから」などの答えが返ってくるかもしれませんね。その通りです。自分は、「こ

んな人になりたい」「自分をもっと高めたい」という思いは誰もが持っています。そして、「その先にあるのは何です

か」。それは「自分の夢」です。「将来、こんな人になりたい」。「人は夢があると、目標に向かって頑張れます」。  

皆さんは、メジャーリーグで活躍している野球の 大谷 翔平 選手を知っていますね。二刀流で、投手としても、打者とし

ても沢山の記録をつくり、大勢の人たちに感動を与え続けています。今年開催されたＷＢＣ（世界大会）でも、侍ジャパン、日

本の優勝に大きく貢献しました。大谷選手は、小学校１年生 

の時に、「自分の夢は、野球選手になること」と書いて  

いました。そして、いつか自分もこの世界大会に出てみたいと 

いう夢ももっていたそうです。夢を大切にしてきた大谷選手は、 

小学生の頃から野球の練習に一生懸命に打ち込んできた 

のは言うまでもありませんが、他にも「目標」をもって頑張って  

いたことがあります。これを見てください。【大谷選手の目標達 

成シート】大谷選手は、夢の実現のために、８つの具体的な  

目標を立てました。その中には、野球の技術向上だけでなく、 

「人間性」「運」の項目もあり、それらを達成するために 

「おもいやり」「感謝」「礼儀」「あいさつ」「ゴミ 

拾い」「部屋の掃除」「道具を大切に扱う」「本を読 

む」など、「どんな人になりたいか」についても、しっかりと自分が行う目標を挙げていました。皆さん、いかがですか。と

ても参考になることがありますね。皆さん、既に自分の夢を持っている人、これから夢を探す人、夢が違うものに変

わった人、様々だと思います。でも、今、皆さんが自分を高めようとして頑張っているこ 

とは、決して無駄なことは一つもありません。是非、これからも目標を大切にして、毎日 

コツコツと行い続けていってください。そして、それが当たり前のようになっていくと自分 

も変わり、自分の夢に近づいていくことになります（「凡事徹底」）。これからも、校長先生 

や先生方、家の人達と一緒に、皆さんが自分の立てた目標を大切にしながら、頑張っていく 

姿を温かく見守り、応援していきたいと思います。今日もお話をしっかりと聴いてくれて有難う。 

 

【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 

○かしこく  （知） 

○たくましく （体）  
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  『夢を育てる。夢は人を育てる。』  
南小では、学校教育目標の具現化のため各学年が掲げた学

年目標の下、各学級の目標を決定する際に、教師や児童の願

いだけでなく「保護者の願い」をお聞きし、大切にしながら学級目

標を決めます。保護者の皆様のお子さんに対する願いを読ませ

ていただき、お子さんへの深い愛情を改めて感じさせていただき

ました。子供は十人十色。家庭教育（「子育て」）も違って当然で

す。文部科学省が、子育ての参考として『家庭教育手帳』を発行

しています。今後、その内容を随時掲載しますので、学校、家庭

が一緒に「子育て」について考える機会になれば幸いです。 

『夢をもつと、人は強くなる』《個性と夢》 

今の子供は冷めていて、将来の夢や希望ももたず、難しい目

標はチャレンジする前に諦めてしまうと言われています。しかし、子

供は子供なりに夢や希望をもっています。どんなに小さく、どんなに

ヘンに思えるものでも、その夢や希望に耳を傾けましょう。 

また、自分の経験や、長い間にわたって苦労して夢を実現した

人々の生き方などを折にふれて話しましょう。そして人生の目標は

汗を流し、失敗を重ねながら達成していくものだと、励まし、あたた

かく見守っていきましょう。親は子供の応援団です。 

【子供の夢や希望に耳を傾け励ます】 

『自分で考え、自分で行動できる人に育ってほしいなら』 

子供の進む先の障害物を先回りしてどけたり（過保護）、一歩

一歩にあれこれ指示をしたり(過干渉)するのではなく、子供が好き

なものを見つけるまで待ち、できるだけ子供の力を信頼し、それを

見守り、力づけましょう。あれこれしないで見守ることは、モノを買っ

てやったり何かをしてやったりするより、ずっと難しい愛情がいること

です。また、親は自分が子供のために考えたことは正しいと思いが

ちですが、必ずしもそうとは限りません。自分の思いや考えを押しつ

けるのではなく、「あなたはどう思う？」と、まず子供の言い分をじっく

り聞き、子供の気持ちを受け止めて、「自分はこう思うんだが」と、

一緒に考え一緒に学んでいく姿勢が大切です。子供が自分で

考え、勇気をもって行動し、達成感を味わう、または失敗から学び

強くなるチャンスなどを子供から奪わないように気をつけましょう。 

【過保護 や 過干渉は やめる 】 

『ダメなところを責めるより、良いところを増やしていこう』 

子供に大切なのは、「自信」と、「自分を大切にする力」です。

それは植物の根のようなもので、深く広く張るほど大きな実りをもたら

します。表面的なことにとらわれることなく、その子が大きく育つこと

を信じて心に豊かな水や栄養を与えましょう。そして、その水や養分

となるのが、子供の良いところを見出し、褒めることです。叱るべき

は叱り、褒める時はちゃんと褒める。一つ叱ったら三つ褒めるぐらい

のバランスを心がけましょう。褒められることで子供は喜びを感じ、

「自信」や「自尊心」を育てていくのです。 

【良いところを見つけて褒める】 

 

【６月の生活目標 】 じょうぶな体をつくろう 

１日(木) お話朝会，クラブ 

２日(金) 運動会予備日② 

４日(日) ＰＴＡ資源回収「南小の日」 
５日(月) 心肺蘇生法講習会（教職員） 
６日(火) 交通安全教室（１～６年），規律ある態度調査 

７日(水) 短縮４時間，個人面談① 

８日(木) 心の朝会，委員会 

歯科検診（１・２・３・年・くすのき・さくら） 

９日(金) 短縮４時間，個人面談②，知能検査（２・５年） 
１２日(月) 短縮４時間，個人面談③ 

１３日(火) 短縮４時間，個人面談④ 

新体力テスト（３・４年），尿検査回収（最終）  

１４日(水) 短縮４時間，個人面談⑤， 

新体力テスト（５・６年） 

１５日(木) 短縮４時間，個人面談⑥ 

シェイクアウト訓練，歯科検診（４・５・６年） 

１６日(金) 短縮４時間，個人面談⑦，新体力テスト予備日 

２０日(火) 音楽朝会，新体力テスト予備日 

２１日(水) なかよしタイム，小中連絡会（坂戸中学校） 
新体力テスト予備日 

２２日(木) 児童朝会（委員会活動について），クラブ 

２３日(金) 小中連絡会（千代田中学校） 
２６日(月) 家庭学習チャレンジ週間（～３０日） 
２７日(火) お話朝会 

２８日(水) なかよしタイム 

２９日(木) クラブ 

※ 詳細は、学年だより等でご確認ください。 

【坂戸市立南小学校・学校ホームページ】 

学校情報を随時更新しています。是非ご覧ください。 

『家庭の教へで芽を出し、学校 

の教へで花が咲き、世間の教へで実が成る』 

以前、校長をしていた学校で、児童たちに会津藩の『什 

の掟』を紹介し、「ならぬことはならぬ」の話をした。その学校 

には、各家庭からご提出していただく個票に「家庭の教育 

方針」の欄があり、毎年全て読ませていただいた。それはま 

さに我が子の健やかな成長を願う、言わば『我が家の掟』 

であった。全国的に有名な本県の『幡羅高等小学校』が 

明治３１年に配付した「『家庭心得』生徒保護者へのご注 

意」。（冒頭文）「拝啓 諺にも、教育の道は、家庭の教 

へで芽を出し、学校の教へで花が咲き、世間の教へで実 

が成る、申す程に有之候へば、学校と家庭とは、常に 

相一致し、互いに力を協せ、同じ方向に相進み、小児を 

して、世間の悪き風習に染ましめぬ様に致し度事に御座 

候、因て、左の件々申進め置候間、朝夕深く御注意成 

下され度候也」。教育は、我が子の健やかな成長への願 

いを根底とした「厳而慈」溢れる家庭教育が土台であり、 

どんなに時代が変化しても、家庭と学校との同一方向の 

相互の連携・協働が不可欠であることは「教育の不易」。 

そして、その根幹となるのは、「相互の信頼関係」である。 


